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１．はじめに
　本論は、群馬県前橋市千代田町の中央通り商店街












































































































































繁盛した。1945 年 8 月 5 日の前橋空襲で店舗は全
焼したが、2 年後に同地で商売を再開する。1954 年
10 月、経営を任された長男の豊（1930～2011）に

























2 階にも施工され、1 階から 2 階までを貫いている
ような意匠をもっていた。「丸鈴」の金文字看板12）














の手摺が付いていた。階段は 22 段あり、19 段目が

















天井高は実測で 2.54m だが、これは、後年 2 階を
店舗に改装した際に、天井を設けたことによる。断












































1960 年の展覧会は確認できず、61 年は僅か 1 本、
その後確認できない期間を挟み、68 年は 6 本、69
図３　階段の様子 図４　奥にガラス窓を臨む
喜多村　徹　雄46










た。その後、76 年までに 2 階は売り場へと改装され、
ギャラリーは無くなった。閉廊時期を特定できる資
料は発見できなかったが総合して考えると、鈴木ス
























































































委嘱された 6 作家が、1957～58 年にかけて描いた
20 点の油絵を指す。その経緯は次のとおりである。




ら翌 58 年にかけて、県内 20 の祭事や年中行事への
取材を経て、20 点の絵画が制作された20）。上毛新
聞は「上州の祭り絵」という連載欄を設け、1958
年 10 月 13 日から 11 月 1 日まで、毎日一作品を取
り上げ、寸評とともに行事を紹介した。12 月 11 日
には、県知事と副知事、上毛新聞社社長らが出席し
た鑑賞会が県知事室で開かれ、翌 1959 年 7 月 25 日






　川隅 路之助《倭文神社の田遊び》32 × 41、1958
　川隅 路之助《大光院の豆まき》37.8 × 45.5、1958
　島岡 実《五料の水神祭り》31.6 × 40.4、1957
　島岡 実《前橋七夕祭り》41 × 31.6、1957
　東海林 広《板倉雷電神社夏祭り》52.4 × 60.2、1957
　東海林 広《迦葉山縁日》45 × 37、1958
　豊田 一男《茂左衛門祭り》32 × 40.5、1957
　豊田 一男《草津の湯まつり》36.5 × 45.5、1957
　豊田 一男《ドンドン焼き》45.5 × 53、1958
　深谷 徹《少林山七草祭り》38 × 45.5、1958
　深谷 徹《前橋の初市》52 × 41、1958
　深谷 徹《中之条の鳥追祭り》32 × 41.5、1958
　深谷 徹《川原湯の湯かけ祭り》37.8 × 45.7、1958
　深谷 徹《伊香保温泉祭り》45.4 × 37.7、1958
　福田 貂太郎《津久田人形芝居》45.5 × 53、1957
　福田 貂太郎《高瀬のマガゴト流し》45.3 × 52.9、1957
　福田 貂太郎《瀬良田祇園》44.5 × 52、1957
　福田 貂太郎《ヤッサ祭り》45.8 × 53.4、1957
　福田 貂太郎《桐生西ノ宮の恵比寿》45 × 53、1958
　福田 貂太郎《渋川の暮市》45 × 52、1958
　鈴木ストアギャラリーで公開された後、「群馬の
祭り」は県に委譲され、1960 年 3 月 20 日付けで群
馬県立図書館の所蔵となる22）。そして、同年 4 月
22 日から 24 日まで、図書館集会室で展示公開（後
援：群馬県文化協議会）され、日吉町に移転した県
立図書館の 3 階展示コーナーで開催された「絵で見







あれば 20 作品全てを鈴木スト 2 階に再展示するこ
とが企画意図に叶うことだが、現在商品倉庫として































よび大橋家 3 代にまつわる 23 点の史料と掛軸 2 幅
を展示した。これらに、展示物と三者および空間を
つなぐテキスト 1 篇（図 7）、筆者の小さなドロー
イング 1 点を加えている。ドローイングを除く展示
物には、来歴を記したキャプションをつけた。
・絵画 3 点 ・工芸品 1 点
・外箱 2 個 ・包装紙 3 種
・チラシ 1 枚 ・新聞広告 1 点
・写真 6 点 ・葉書 2 葉
・設計図面 1 部 ・書類 1 通
・看板 1 台 ・七夕飾り 4 台




















































田中の絵画 1 点と掛軸 2 幅が残されている。《竹林》
（絹本彩色、1941 頃）と《満月》（絹本彩色、1942 頃）










た「田中青坪　永遠のモダンボーイ」（2016 年 3 月





















































なった七夕飾りは、2015 年から 4 年連続で知事賞





































































































































































して、2020 年 3 月 3 日に閉幕した。
 2）群馬県吾妻郡中之条町を舞台に隔年開催される国際芸術
祭。2006 年に県外出身者 6 名のアーティストが中之条町
にアトリエを求めたことに端を発し、2007 年から開催さ
れる。筆者は 2011 年と 2013 年に参加し、中之条町在住者
間のコミュニケーションや農家と土地の記憶に着目した作
品を発表した。
 3）「第 15 回天山アートフェスタ　ちいきをカタチに　小城









 4）「群馬の美術 2017 ─地域社会における現代美術の居場
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 5）「前橋の美術 2017 ～多様な美との対話～」2017 年 2 月 3










 6）文部科学省「資料 11 地域資源の活用を通じたゆたかな
かくにづくりについて」第 28 回資源調査分科会（2011 年
3 月 7 日）、配付資料。p.7
 7）林岳「第 1 章　地域資源とは何か」『都市住民プロジェ
クト研究資料 1 号　持続可能な地域資源の活用システムの
構築―持続可能なバイオエネルギー利用のために―』農林
水産省農林水産政策研究所、2019 年。pp.1 ─ 6。地域資源
の用語が示す範囲について詳述されている。
 8）「アートゆいの活動」『前橋の美術 2020 ―トナリのビ
ジュツ―』前橋の美術実行委員会、2020 年。pp.60─61









11）2019 年 10 月 31 日と 11 月 18 日に、筆者が大橋慶人氏
に行なった聞き取り調査。
12）木製、漆に金箔押。直径 105cm。製作：博文堂（天川大













対話　風色の本』（アーツ前橋開館記念展、2013 年 10 月
26 日～2014 年 1 月 26 日）アーツ前橋、2013 年。pp.169─
213。この他に次の文献を参照した。染谷滋「上毛新聞美
術関連記事一覧　1960～1969 年」『群馬県立近代美術館研
究紀要』第 4 号、2008 年。展覧会カタログ『群馬の美術 
1941─2009　～群馬県美術協会の結成から現代まで～』群
馬県立近代美術館、2009 年。











20）「祭り画鑑賞会」『上毛新聞』1958 年 12 月 12 日、p.3。「群
馬の祭り画集」は煥乎堂から出版される予定だと紹介され
ているが、出版の事実は確認できない。なお、上毛新聞に








年 7 月 24 日、p.4）、1960 年の群馬県立図書館での展示告
知である「文化短信」（1960 年 4 月 20 日、夕刊、p.2）で


























































　10 月 1 日～5 日　ギャラリー新設記念近作四人展（南城一
夫、中村節也、清水刀根、神保和幸）9 月 30 日 p.4 木。新
聞掲載広告
　10 月 15 日～18 日　古流展　生徒いけばな習作品陳列（古
流松藤会群馬支部主催）鈴木ストアチラシ
1955（昭和30）
　2 月 4 日～6 日　塩原友子作品展（日展初入選《窓辺》を
含む 21 点）2 月 5 日夕 p.2 土（会場写真掲載）
　9 月 10 日～15 日　深谷徹滞欧作品展（滞欧中の作品 45 点）
9 月 6 日夕 p.2 火、12 日 p.3 月、13 日夕 p.2 火、13 日夕 p.2
火
　10 月 13 日～14 日　国際親善児童画交換展（審査は清水・
中村・南城）10 月 8 日夕 p.2 土
　10 月 28 日～30 日　第 7 回ラ・ボンヌ展（子供クラスの展
示。250 点。上毛新聞社後援）10 月 24 日 p.4 月、29 日 p.3
土（会場写真掲載）
　11 月 3 日～8 日？　近藤嘉男個展（11 月 3 日～6 日と予告
されたものの 7 日発行の紙上では 8 日迄と告知）11 月 7
日 p.4 月（《有刺鉄線》挿図）
　11 月 29 日～12 月 1 日　赤塚忠一水彩画個展（25 点・出
品作品名列記）11 月 28 日 p.4 月、30 日夕 p.2 水（庭山政次）
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1956（昭和31）
　5 月 15 日～17 日　礒部草丘個展（《榛名春暁》《早春の山》
含む十数点）　5 月 15 日 p.6 火（庭山政次。《故郷の山河》
挿図）
　10 月 26 日～28 日　第 8 回ラ・ボンヌ展（鈴木ストア・麻
屋 3 階画廊・煥乎堂画廊の三会場）10 月 24 日 p.4 水
　11 月 17 日～19 日　第 2 回洋画四人展（中村節也・南城一
夫・清水刀根・神保和幸）11 月 16 日夕 p.2 金
　12 月 1 日～4 日　川隅路之助個展（《赤城山》挿図）11 月
30 日 p.4 金
　12 月 21 日～23 日　深谷徹個展　12 月 21 日 p.4 金（庭山
政次。《アッシジ風景》挿図）
1957（昭和32）
　3 月 1 日～2 日　職業訓練所作品展示即売会（群馬県主催）
鈴木ストア保管チラシ
　4 月 12 日～14 日　第 1 回生活造形展（上毛新聞社後援。
生活造形実験室の展覧会。70 点。会場写真掲載）4 月 12
日夕 p.2 金
　4 月 27 日～29 日　油絵三人展（簔輪初太郎・石野安親・
斉藤始雄。3 室に分けた会場設営）4 月 25 日 p.4 木、28 日
夕 p.2 日（江口恭平、各作家数展の作品を取り上げて短評。
作品名とサイズ掲載）
　5 月 1 日～3 日　福沢一郎個展（群馬県文化協議会主催の
可能性が高い。60 号 4 点、50 号 2 点を含む 17 点）4 月 29
日 p.4 月（早水草之助）
　5 月 19 日～21 日　第 8 回群馬バラ展（群馬バラ会主催）
読売新聞 5 月 20 日
　5 月 31 日～6 月 2 日？　第 3 回児童画作品展（3 歳から 11
歳（？）までの子供が描いた絵が 80 点展示された。）5 月
31 日夕 p.2、6 月 2 日 p.2 日（南城一夫談。清心幼稚園に
開設していた児童画学園〔園長南城一夫〕の子供の絵 4 点
が挿図）
　10 月 10 日～14 日　湯浅一郎遺作展（群馬県文化協議会主
催。湯浅の甥である湯浅正次が所有していた《画室》《誦
経》《夜の音楽会》《徒然》《園中少女》など約 40 点）7 日
p.4 月、10 日 p.4 木、11 日 p.4 金、12 日 p.4 土。（小林良曹）。
朝日新聞 10 月 3 日
　10 月 26 日～27 日　群大医学部美術展（山崎秀治〔本年独
立展初入選〕を含む群馬大学医学部関係者の展覧会）10
月 26 日夕 p.2 土（南城一夫。会場写真掲載）
　11 月 1 日～3 日　第 9 回ラ・ボンヌ子供クラス展　2 日
p.3 土（「子供たちの県展ともいうべき」と形容。150 点余
展示。会場写真掲載）
　11 月 1 日～8 日　第 8 回県展（前橋市教育会館、群馬会館
3 階に次ぐ、書道の部第二会場として開催）10 月 31 日 p.2、
朝日新聞 10 月 31 日、毎日新聞 10 月 31 日
　11 月？日～11 日　五人展（横堀角次郎《カプリ島》紹介
記事。33 点が展示。横堀の《時計台》《岩》《ノートルダム》
が展示。11 月 11 日 p.4 月
　11 月 16 日～17 日　群大三学部合同美術展　毎日新聞 11
月 15 日
1958（昭和33）
　1 月 24 日～26 日　礒部草丘写生画展（群馬冬扇会主催。
約 20 点展示）1 月 24 日 p.4 金（庭山政次）
　3 月 14 日～？日　造形ルーム展（近藤嘉男主催、上毛新
聞社後援）3 月 15 日 p.3 土（会場写真掲載）
　4 月 5 日～8 日　福田貂太郎絵画展（油彩 30 点、素描、表
紙絵、挿絵十数点）4 月 5 日 p.4 土（《赤城山写生》挿図）
　5 月 17 日～19 日　島岡実個展（《アカシヤ》《果物のある
生物》《ダリア》など 24 日点）5 月 18 日 p.4 日（庭山政次）
　11 月 14 日～17 日　川隅路之助洋画個展（《窓の生物》《つ
ぼの花》《サイクラメン》《カンナ》《バラ》《はにわ》《初
秋》《馬 A》《馬 B》《赤城山 A》《赤城山 B》《赤城山 C》
《ダム》）11 月 15 日夕 p.2 土（春陽会展出品作《窓の生物》
［1958］挿図）
　※第 1 回群馬モダンアート展（生誕 90 年正田壌展年譜よ
り、日程不明）
1959（昭和34）
　2 月 6 日～8 日　絵皿展（福田貂太郎、島岡実の絵皿 60 点、
油絵数点）2 月 5 日 p.4 木
　3 月 14 日～15 日　丸山福子作品展　3 月 14 日夕 p.2 土
（川隅路之助。《対比された不安》挿図）
　7 月 25 日～26 日　群馬の祭り（群馬県文化協議会が福田
貂太郎、深谷徹、島岡実、東海林広、川隅路之助、豊田一
男に委嘱した絵画 20 点）7 月 24 日 p.4 金（庭山政次）
　10 月 9 日～11 日　5 周年記念「五人展」（中村節也、南城
一夫、横堀角次郎、清水刀根、神保和幸）10 月 8 日 p.4 木
1961（昭和36）
　4 月 21 日～？日　赤城忠一個展　4 月 16 日 p.3
1968（昭和43）
　4 月 18 日～23 日　久保繁造個展　案内状現存
　5 月 2 日～7 日　二科会群馬支部小品展（おもに油絵の風
景画）4 月 30 日 p.5 火
　9 月 21 日～24 日　書道芸術院群馬展（上毛新聞社後援。
喜多村　徹　雄56
59 名出品）9 月 21 日 p.5
　10 月？日～13 日　全国手芸コンクール展（前橋べにや手
芸店主催、文部省・上毛新聞社後援。150 数点）10 月 13
日 p.6
　11 月 21 日～24 日　慶山会近代書展（上毛新聞社後援。約
100 点展示）11 月 18 日 p.5
　12 月 12 日～15 日　木村真佐美「欧米をたずねて」スケッ
チ展（協同組合保険による欧州十ヶ国の視察の際に描かれ
た各国の風景とスケッチ約 50 点）12 月 11 日 p.3 水、13
日 p.2
1969（昭和44）
　5 月？日～？日　紫苑会 第 3 回染色展　5 月 13 日 p.2
1970（昭和45）
　3 月 20 日～24 日　第 1 回大東文化大県人会書作展（上毛
新聞社後援。学生 19 名、卒業生および大学教員 18 名が
37 点を出品。）3 月 19 日 p.2 木、21 日 p.2 土（会場写真掲
載）
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